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【手続補正書】
【提出日】平成28年6月2日(2016.6.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　像担持体に複数の色の現像剤像を形成するための画像形成手段と、
　前記画像形成手段が形成する現像剤像の位置ずれを補正するために、第１の補正制御と
、前記第１の補正制御より補正精度の高い第２の補正制御を実行する制御手段と、
を備えており、
　前記制御手段は、前記第１の補正制御による位置ずれ補正を行った際の補正誤差を累積
した値である累積補正誤差が第１閾値を超えると、前記第２の補正制御を実行することを
特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記第２の補正制御を実行すると、前記第１の補正制御の累積補正誤
差を初期値に設定することを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記第１の補正制御は、前記画像形成装置の内部の温度を測定又は予測して行う補正制
御であり、前記第２の補正制御は、感光体に形成した静電潜像を検出して行う補正制御で
あることを特徴とする請求項１又は２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記第１の補正制御は、前記画像形成装置の内部の温度を測定又は予測して行う補正制
御であり、前記第２の補正制御は、前記画像形成手段により前記像担持体に形成した現像
剤像を検出して行う補正制御であることを特徴とする請求項１又は２に記載の画像形成装
置。
【請求項５】
　前記第１の補正制御の累積補正誤差は、前記画像形成装置の内部の測定した温度又は予
測した温度により決定されることを特徴とする請求項３又は４に記載の画像形成装置。
【請求項６】
　前記画像形成手段は、静電潜像が形成される感光体を有し、前記感光体に形成した静電
潜像を現像剤により現像して前記像担持体に転写することで前記像担持体に前記現像剤像
を形成し、
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　前記第１の補正制御は、前記画像形成手段の感光体に形成した静電潜像を検出して行う
補正制御であり、前記第２の補正制御は、前記画像形成手段により前記像担持体に形成し
た現像剤像を検出して行う補正制御であることを特徴とする請求項１又は２に記載の画像
形成装置。
【請求項７】
　前記制御手段は、前記第２の補正制御による位置ずれ補正を行った際の補正誤差を累積
した値である累積補正誤差が第２閾値を超えると、前記第２の補正制御より補正精度の高
い第３の補正制御を実行することを特徴とする請求項１又は２に記載の画像形成装置。
【請求項８】
　前記制御手段は、前記第３の補正制御を実行すると、前記第１の補正制御及び前記第２
の補正制御の累積補正誤差を初期値に設定することを特徴とする請求項７に記載の画像形
成装置。
【請求項９】
　前記画像形成手段は、静電潜像が形成される感光体を有し、前記感光体に形成した静電
潜像を現像剤により現像して前記像担持体に転写することで前記像担持体に前記現像剤像
を形成し、
　前記第１の補正制御は、前記画像形成装置の内部の温度を測定又は予測して行う補正制
御であり、前記第２の補正制御は、前記画像形成手段の感光体に形成した静電潜像を検出
して行う補正制御であり、前記第３の補正制御は、前記画像形成手段により前記像担持体
に形成した現像剤像を検出して行う補正制御であることを特徴とする請求項７又は８に記
載の画像形成装置。
【請求項１０】
　前記制御手段は、前記像担持体の表面の移動速度を検出し、前記第２の補正制御におい
ては、前記静電潜像を検出することで求めた位置ずれ量と、前記像担持体の表面の移動速
度の変動による位置ずれ量から補正すべき位置ずれ量を判定することを特徴とする請求項
９に記載の画像形成装置。
【請求項１１】
　前記第１の補正制御の累積補正誤差は、前記画像形成装置の内部の前記測定した温度又
は前記予測した温度により決定されることを特徴とする請求項９又は１０に記載の画像形
成装置。
【請求項１２】
　前記第２の補正制御の累積補正誤差は、前記第２の補正制御での位置ずれ量と、前記第
１の補正制御を実行した場合における位置ずれ量との差分に基づく値により決定されるこ
と特徴とする請求項９から１１のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項１３】
　前記第２の補正制御の累積補正誤差は、前記第１の補正制御の累積補正誤差に所定の係
数を乗ずることで決定されることを特徴とする請求項９から１１のいずれか１項に記載の
画像形成装置。
【請求項１４】
　像担持体に複数の色の現像剤像を形成するための画像形成手段と、
　前記画像形成手段が形成する現像剤像の位置ずれを補正するために、第１の補正制御と
、前記第１の補正制御より補正精度の高い第２の補正制御を実行する制御手段と、
を備えており、
　前記制御手段は、前記第２の補正制御より前記第１の補正制御の実行頻度を高くするこ
とを特徴とする画像形成装置。
【請求項１５】
　前記制御手段は、前記第１の補正制御による位置ずれ補正を行った際の補正誤差を累積
した値である累積補正誤差が第１閾値を超えると、前記第２の補正制御を実行して前記第
１の補正制御による累積補正誤差を初期値に設定することで、前記第２の補正制御より前
記第１の補正制御の実行頻度を高くすることを特徴とする請求項１４に記載の画像形成装
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置。
【請求項１６】
　像担持体に複数の色の現像剤像を形成するための画像形成手段と、
　前記画像形成手段が形成する現像剤像の位置ずれを補正するために、第１の補正制御と
、前記第１の補正制御より補正精度の高い第２の補正制御と、前記第２の補正制御より補
正精度の高い第３の補正制御を実行する制御手段と、
を備えており、
　前記制御手段は、前記第２の補正制御より前記第１の補正制御の実行頻度を高くし、前
記第３の補正制御より前記第２の補正制御の実行頻度を高くすることを特徴とする画像形
成装置。
【請求項１７】
　前記制御手段は、前記第１の補正制御による位置ずれ補正を行った際の補正誤差を累積
した値である累積補正誤差が第１閾値を超えると、前記第２の補正制御を実行して前記第
１の補正制御による累積補正誤差を初期値に設定し、前記第２の補正制御による位置ずれ
補正を行った際の補正誤差を累積した値である累積補正誤差が第２閾値を超えると、前記
第３の補正制御を実行して前記第１の補正制御及び前記第２の補正制御による累積補正誤
差を初期値に設定することで、前記第２の補正制御より前記第１の補正制御の実行頻度を
高くし、前記第３の補正制御より前記第２の補正制御の実行頻度を高くすることを特徴と
する請求項１６に記載の画像形成装置。
【請求項１８】
　像担持体に複数の色の現像剤像を形成するための画像形成手段と、
　前記画像形成手段が形成する現像剤像の位置ずれを補正するために、画像形成装置の内
部の温度を測定又は予測して位置ずれを補正する第１の補正制御と、前記画像形成手段の
感光体に形成した静電潜像を検出して位置ずれを補正する第２の補正制御を実行する制御
手段と、
を備えており、
　前記制御手段は、前記第１の補正制御による位置ずれ補正を行った際の補正誤差を累積
した値である累積補正誤差が第１閾値を超えると、前記第２の補正制御を実行することを
特徴とする画像形成装置。
【請求項１９】
　像担持体に複数の色の現像剤像を形成するための画像形成手段と、
　前記画像形成手段が形成する現像剤像の位置ずれを補正するために、画像形成装置の内
部の温度を測定又は予測して位置ずれを補正する第１の補正制御と、前記画像形成手段に
より前記像担持体に形成した現像剤像を検出して位置ずれを補正する第２の補正制御を実
行する制御手段と、
を備えており、
　前記制御手段は、前記第１の補正制御による位置ずれ補正を行った際の補正誤差を累積
した値である累積補正誤差が第１閾値を超えると、前記第２の補正制御を実行することを
特徴とする画像形成装置。
【請求項２０】
　像担持体に複数の色の現像剤像を形成するための画像形成手段と、
　前記画像形成手段が形成する現像剤像の位置ずれを補正するために、前記画像形成手段
の感光体に形成した静電潜像を検出して位置ずれを補正する第１の補正制御と、前記画像
形成手段により前記像担持体に形成した現像剤像を検出して位置ずれを補正する第２の補
正制御を実行する制御手段と、
を備えており、
　前記制御手段は、前記第１の補正制御による位置ずれ補正を行った際の補正誤差を累積
した値である累積補正誤差が第１閾値を超えると、前記第２の補正制御を実行することを
特徴とする画像形成装置。
【請求項２１】
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　像担持体に複数の色の現像剤像を形成するための画像形成手段と、
　前記画像形成手段が形成する現像剤像の位置ずれを補正するために、画像形成装置の内
部の温度を測定又は予測して位置ずれを補正する第１の補正制御と、前記画像形成手段の
感光体に形成した静電潜像を検出して位置ずれを補正する第２の補正制御を実行する制御
手段と、
を備えており、
　前記制御手段は、前記第２の補正制御より前記第１の補正制御の実行頻度を高くするこ
とを特徴とする画像形成装置。
【請求項２２】
　像担持体に複数の色の現像剤像を形成するための画像形成手段と、
　前記画像形成手段が形成する現像剤像の位置ずれを補正するために、画像形成装置の内
部の温度を測定又は予測して位置ずれを補正する第１の補正制御と、前記画像形成手段に
より前記像担持体に形成した現像剤像を検出して位置ずれを補正する第２の補正制御を実
行する制御手段と、
を備えており、
　前記制御手段は、前記第２の補正制御より前記第１の補正制御の実行頻度を高くするこ
とを特徴とする画像形成装置。
【請求項２３】
　像担持体に複数の色の現像剤像を形成するための画像形成手段と、
　前記画像形成手段が形成する現像剤像の位置ずれを補正するために、前記画像形成手段
の感光体に形成した静電潜像を検出して位置ずれを補正する第１の補正制御と、前記画像
形成手段により前記像担持体に形成した現像剤像を検出して位置ずれを補正する第２の補
正制御を実行する制御手段と、
を備えており、
　前記制御手段は、前記第２の補正制御より前記第１の補正制御の実行頻度を高くするこ
とを特徴とする画像形成装置。
【請求項２４】
　像担持体に複数の色の現像剤像を形成するための画像形成手段と、
　前記画像形成手段が形成する現像剤像の位置ずれを補正するための第１の補正制御を行
い、前記第１の補正制御の結果に応じて前記画像形成手段が形成する現像剤像の位置ずれ
を補正するための第２の補正制御を行うタイミングを制御する制御手段と、を備えること
を特徴とする画像形成装置。
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